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戯
鯵
》

、
九
月
一
日
か
ら
第
五
回
州
西
町
議
会

定
例
会
が
始
ま
っ
て
隔
ま
す
。
会
期
は
、

難
月
董
牽
八
日
ま
響
の
予
定
矯
す
。

「
初
日
の
一
旧
は
、
専
決
無
分
さ
れ
た

事
件
、
畢
成
七
集
度
測
西
町
鱒
般
会
謙

補
韮
予
算
（
専
決
第
叢
号
〉
及
ぴ
災
害

弔
慰
金
の
支
給
等
髭
関
燦
る
条
例
の
㎝

部
を
改
鑑
す
る
条
例
（
奪
決
第
蟄
号
）

を
承
認
。
続
撚
て
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
に
付
託
と
な
っ
で
騨
た
ケ
ー
ブ
薙

テ
膨
冒
糊
設
縫
関
奮
る
請
願
を
採
択
。

難
の
後
、
翔
西
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
可
決
。
新
設
条
綴
謹
奪

る
絹
西
町
認
湯
税
条
倒
及
び
測
西
町
温

泉
施
設
の
設
置
及
び
管
理
馨
関
す
る
条

例
を
総
務
文
教
常
任
委
員
会
緯
付
託
麟

ま
し
だ
Q

　
ま
た
、
議
套
人
事
に
つ
晒
て
は
、
慣

例
と
し
羅
、
猛
期
を
二
隼
灘
蔭
て
お
嬢
、

協
っ
だ
ん
辞
職
膨
、
改
め
驚
選
挙
す
る

謹
い
藩
方
法
が
採
ら
れ
ま
じ
癒
、
そ
の

結
果
、
議
畏
に
は
拳
林
寅
雄
さ
ん
、
劇

議
長
に
は
繭
雲
　
教
さ
ん
が
選
出
欝
れ

諜
縷
た
。
な
お
．
常
任
委
員
会
な
ど
の

構
成
権
つ
い
て
も
左
掲
（
順
不
嗣
・
敬

称
略
）
の
と
お
湘
決
ま
纏
譲
難
癒
、

　
奪
決
処
分
さ
耗
た
讐
成
七
年
度
川
西

晦
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
蚕
な
理
菌
は
、

蟹
・
難
水
害
に
起
因
す
る
災
害
復
旧
に

漆
か
る
経
費
で
す
。
こ
れ
ほ
よ
喰
予
算

額
は
、
八
○
、
簸
七
〇
藷
周
糟
の
叢
、

鷺
義
◎
、
六
施
雲
釜
円
叢
な
糧
蒙
じ
た
。

7．9．10②

議会人事決まる

教氏を選出副議長に南雲

再
選
さ
れ
た

小
林
寅
雄
　
議
　
長

常
任
委
員
会

　
　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

高
橋
　
重

村
越
勝
蔵

★
建
設
住
民
委
員
会

★
総
務
文
教
委
員
会

戸田総文委員長

　　◎
星南戸
名雲田
官　　 折田　　　　ロ

ー教次

　　○
吉清押
楽水木
正

実進貢

上
村
晴
夫

再
選
さ
れ
た

南
雲
　
　
教
　
副
議
長

★
農
村
環
境
委
員
会

北村建住委員長

◎
北
村
公
男
　

O
金
子
澄
男

柳
　
藤
作
　
　
　
田
口
直
人

　
富
井
相
四
郎
　
　
羽
鳥
力
夫

議
会
運
営
委
員
会

　
　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
高
橋
　
重
　

○
田
口
直
人

　
南
雲
　
教
　
　
戸
田
哲
次

　
根
津
健
治
郎
　
　
北
村
公
男

根津農環委員長

◎
根
津
健
治
郎
　
　
○
高
橋
幸
一

高橋議運委員長

　
さ
ら
に
、

れ
ま
し
た
。

次
の
議
会
人
事
が
決
め
ら

◆
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

議
会
議
員

小
林
寅
雄

清
水
進

田
口
直
人

上
村
晴
夫

◆
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設

　
組
合
議
会
議
員

小
林
寅
雄
　
　
根
津
健
治
郎

高
橋
幸
一

　
監
査
委
員
に

　
　
　
羽
鳥
力
夫
氏
を
選
任

　
監
査
委
員
と
し
て
、
議
会
議
員
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
た
清
水
　
進
氏
が
、
八

月
三
十
一
日
に
辞
職
。
そ
の
後
任
と
し

て
羽
鳥
力
夫
氏
が
議
会
の
同
意
を
得
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。



　
町
議
会
は
、
去
る
九
月
一
日
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
の
町
宣
言
」
を
決
議
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
町
は
、
か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
た
め
に
、
核
兵
器
を

廃
絶
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
念
願
す
る
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
左
に
そ
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

　
警

鐸
　
　
薫
巌
諺

　
彗

露
　
　
額

蒙

　
　
韓

懸
、
蟷
囲
羅
髄
圏
唖
矯
酬
噺
固
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
聾
ー

　
葦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
震

　
　
　
　
　
　
駿

霧

置
　
　
　
巌

鶏
　
莚

糞
　
講
聲

　
華
　
　
諺

　
　
華
　
　
　
　
　
　
藁

　
　
　
　
　
　
ホ
き

菱
　
　
鑛
警
駿
窪
嚢
難

萎
…
，
，
灘
謹
　
　
　
議

　
華
　
垂

　
灘
灘
職
難
鑛
雛
鐵
麟
慈
鵜
灘
灘
ぽ
．
薬
縷
騨
辮
講
顯
、

う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き

纏
鑛
難
麟
鐵
灘
雛
懸
樵
響
…
縷
懸
継
幾
難
繍
、
p
鑓
鵜
⑳
羅
灘

懇
難
灘
難
灘
灘
鞭
耀
醗
麹
講
繊
鐘
鞭
麟
麟
驚
縷
鞭
．
、

　
　
　
　
　

糠
麟
縫
雛
㎜
灘
㎜
鱗
鐵
嚢
麟
羅
繍
．

　
翻
羅
纏
羅
灘
灘
　
騨
鐵
．
麟
緻
鑓
戦
篠
鐙
覇
儲
鞭
辮

目
縫
齢
鐵
難
．
繍
難
鵜
羅
羅
蝶
繕
戦
難
雛
鑓
羅
麟
麩
麩

な
糖
難
纏
鍵
麟
．
繍
欝
繕
爆
難
覇
聯
養
藩
繍
辮
瀦
織
鞭

愚
矯
懸
鱗
粥
鐵
躍
騒
饗
灘
、
灘
灘
縷
顯
難
叢
醐

　
お
繋
灘
懇
㎜
灘
“
麟
㎜
麟
灘
　
麟
灘
灘
辮
羅
鞭
懸
織
騨
繍
燃
灘
嬢
灘
醐
騰
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
き

日
泰
翻
懸
羅
麟
罐
糠
懇
騨
繊
麟
麟
鐙
繕
灘
糠
顯
滋
鞭
類
懇

慰
．
蹴
灘
灘
麟
鐵
雛
纏
灘
器
懸
擁
絶
馨
．
辮
縮
懸
羅
羅

し
．
鞍
雛
離
麟
の
麟
騒
灘
灘
鎌
購
簾
欝
羅
麟
鍵
懇
欝
藤

縫
継
擁
礫
縷
顯
．

　
繊
繍
灘
鐵
鐵
脚
翻
簿
灘
醸
闘
鞍
、
羅
灘
擁
羅
辮
鵜
鞭

町
』
，
羅
翻
鐵
鍵
慧
懇
鐘
響
、
毯
嚢
載
の

　
麟
鐵
灘
辮
難
籔
撒
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯
　
難
　
鞭

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
の
町
」

　
　
　
　
　
　
宣
言
に
あ
た
っ
て

　
　
　
川
西
町
長
南
雲
春
雄

　
私
は
、
第
二
次
大
戦
が
終
結
し
て
五

十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
て
、
焦
土
か

ら
復
興
し
大
き
な
変
貌
を
と
げ
た
わ
が

国
と
、
そ
の
間
、
国
ぐ
る
み
で
懸
命
に

働
き
統
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
思

い
を
馳
せ
、
あ
ら
た
め
て
、
平
和
な
五

十
年
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

は
、
平
和
を
享
受
し
、
ひ
た
す
ら
豊
か

さ
を
追
求
す
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
に
目
を
転
ず

れ
ば
、
尚
も
戦
禍
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、

平
和
は
脅
か
さ
れ
、
奪
わ
れ
、
そ
し
て
、

悲
惨
な
現
実
に
強
く
胸
を
痛
め
ま
す
。

　
「
平
和
ボ
ケ
」
と
も
い
わ
れ
る
日
本
。

こ
の
薄
れ
て
い
く
平
和
の
尊
さ
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
今
の
平
和
が
先
の
大
戦
で

多
く
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
も
う
一
度
厳
粛
に
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
折
し
も
、
国
際
的
な
高
ま
り
と
な
っ

て
い
る
ム
ル
ロ
ア
環
礁
で
の
核
実
験
再

開
に
関
わ
る
情
勢
は
、
か
つ
て
な
い
核

兵
器
廃
絶
の
動
き
で
す
。
日
本
も
こ
れ

に
呼
応
し
、
八
月
四
日
に
、
核
実
験
反

対
の
国
会
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
、
川
西
町

に
お
い
て
も
、
人
類
の
生
存
を
も
脅
か

す
核
兵
器
を
廃
絶
し
、
か
け
が
え
の
な

い
郷
土
、
そ
し
て
、
地
球
の
た
め
に
、

積
極
的
に
平
和
を
希
求
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
と
確
信
し
、
こ
こ
に
、
　
「
核
兵

器
廃
絶
平
和
の
町
」
の
宣
言
を
決
意
し

ま
し
た
。

戦
後
五
十
年
に

　
　
　
　
　
思
い
を
は
せ
て

　
今
年
は
戦
後
五
十
年
。
い
た
る
と
こ

ろ
で
記
念
事
業
や
式
典
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
ん
な
な
か
、
豊
栄
市
に
お
住
い
の

小
林
伸
久
さ
ん
か
ら
、
役
場
に
一
通
の

手
続
が
届
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
小
林

さ
ん
が
仕
事
の
関
係
で
入
手
さ
れ
た
と

い
う
「
出
征
兵
士
へ
の
寄
せ
書
き
の
あ

る
日
章
旗
」
を
、
本
人
も
し
く
は
家
族

の
方
に
渡
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
町
で
は
、
記
さ
れ
て
い
る

名
前
か
ら
、
野
口
の
村
越
利
雄
さ
ん
に

連
絡
し
、
八
月
二
十
一
日
に
役
場
で
お

渡
し
し
ま
し
た
。

　
お
話
し
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
二
十

年
に
応
召
に
な
り
、
満
州
へ
向
う
た
め

新
発
田
連
隊
に
入
隊
す
る
際
に
、
当
時

の
橘
村
長
野
沢
秀
保
さ
ん
ほ
か
の
皆
さ

ん
か
ら
武
運
長
久
を
祈
っ
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

当
時
は
こ
の
旗
も
な
か
な
か
入
手
で
き

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
約
五
十
年
ぶ

り
に
再
会
す
る
旗
に
当
時
を
思
い
出
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

約
五
十
年
ぶ
り
に
手
に
す
る
旗

③7．9．10



『夢かなえます』地域づくりのパートナー

難
齢

瓢

第2次認定決まる
番号 申請団体 事業名・場所 内　　　　　　　　容 事業費 補助金額

《アピール》 千円 千円

1　12月24日に子どもたちに夢をプレゼント

2　地域に明るい話題を提供

1

中仙田百円会

代表　小林時夫

会員　　　55人

《事業名》

サンタ・トナカイ

　「夢」宅配事業

《場　所》

中仙田全域

3　地域の活性化、発展に寄与
《内　　容》

1　イブの夜、子どもと独り暮らし老人にプレ
ゼント

2　サンタクロース仮装、トナカイ号（自動車）

162 80

装飾

3　車載用アンプ、スピーカー購入、取付け
《アピール》

1　川西町における最大規模コンサート

2　ナカゴから情報発信で川西町の知名度向上

3　若いエネルギーの結集と発散の場提供
レゲェリパブリ 《事業名》 4　地域間交流、誘客の促進、若者の誇り形成

ックオブカワニ ナカゴ 5　阪神大震災、7．11水害のチャリティー
シ スプラッシュ’95 6　その他、地域振興上大きな効果がある

7，875 500

2 《場　所》 《内　　容》

代表　清水俊治 ナカゴ レゲエコンサート

会員　　　105人 グリーンパーク 平成7年8月12日
出演　ランキンタクシー、ナニワマン、

チエコビューティー、ブッチャー、

ゴロー他

誘客目標　2，000人

「上野の彩り園」上野の交差点のすぐ近くです。きれ

いに咲いた花ばなを見にお出かけください。

あんな夢こんな夢
実現しませんか。
地域づくりの主役は
皆さんです。

歌
は
世
に
つ
れ

　
八
月
三
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
川
西

町
商
工
会
婦
人
部
（
北
野
一
美
部
長
）

の
文
化
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
亜
星
さ
ん
。
同

氏
の
作
曲
に
よ
る
魔
法
使
い
サ
リ
ー
を
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
が
ち
ょ
う
の
会

が
歌
い
、
こ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
の
登

場
と
な
り
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
話
し
ぶ
り
に
会
場
か
ら
は
笑
い
声

が
絶
え
ず
、
詰
め
か
け
た
約
二
百
五
十

人
に
は
立
ち
見
も
出
る
ほ
ど
の
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
講
演
会
の
入
場
料
の
内

照顯｝撚欄㈱㎜㎜冊…欄一卿稠爾騨　珊糊 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

世
は
歌
に
つ
れ
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

　
七
万
円
が
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
し
い
と
、
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

　
届
け
ら
れ
ま
し
た
。



〈21世紀の日本を考える基礎です、16回目の国勢調査〉

　10月1日、全国一斉に国勢調査が行われます。国勢調査は、

大正9年から5年ごとに行われ、今年は16回目。日本に住んで

いるすべての方が対象となり、今回は全国で約1億2500万人に

及ぶと見込まれています。もちろんあなたも、あなたのご家族

も対象です。

〈簡単です、安心です、調査内容〉

　調査はまず、9月下旬から調査員がお宅にお伺いし、世帯ご

とに調査票を配布します。調査の項目は全部で17。ご家族全員

の氏名、出生の年月、就業状況などです。旅行などで一時留守

にしている方、長期滞在している方、生まれたばかりの赤ちゃ

んも含まれます。また、アパートなどに一人で暮らしている方、

下宿している方は、一人一人ご記入ください。記入していただ

いた内容を、他にもらしたり、統計以外の目的に使用すること

は法律で固く禁じられています。どうぞ安心して、ご記入くだ

さい。調査票は後日、調査員が集めに伺います。

〈暮らしに活かされます、調査結果〉

　国勢調査は、法律に基づいて国が行う調査です。調査の目的

は、わが国の人口を正確に把握するほか、急ピッチで進行する

高齢化、国際化の状況など、世帯の構成、住宅の状況など、日

本の現在の姿を正確に知ることにあります。調査の結果は、国

や都道府県・市区町村が、これからの行政を考えていく大切な

資料となり、私たちの暮らしのさまざまな分野で活かされてい

きます。あなたがご記入くださった答えから作られる統計がみ

んなの貴重な財産となり、また、より快適で住みよい日本、安

心できる未来を築くための道しるべとなるのです。10月1日、

国勢調査に、ぜひ皆さんのご理解、ご協力をお願いいたします。

10月1日（日）は、

国勢調査の日です。

2

「
《
少

＼

〆　へ
」びう♂

、
♂

0薗蝋置
　　平成7年10月1日（日〉

　9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局　　　新潟県

国
勢
調
査
生
か
し
て
ひ
ら
こ
う
新
世
紀

◎

（調査区順・敬称略）

覇鱒舞鰭　11 纏錨地区 調査員氏名 担当町内名 調査員氏名 担当町内名
i灘継1・1・、藩治 繁黍難磁 江　口　忠　一 小臼倉 小　幡　　　昇 木落
羅1蕪：騰11、慈勘 却 大　野　喜　教 大臼倉 鴫　原　武　夫 なかまの家・あかね園

PP欝雲・隆峯 濃野地鷺 登　坂　正　一・ 岩瀬・大倉 大　嶋　一　夫 新町新田（北）

…P1滋野　建　叢 ・橘地匿 小　川　金　吾 赤谷 丸　山　和　夫 新町新田（南）

i登　坂　歪　道 獺翻地薩　　・ 南　雲　　　博 中仙田（西北） 渡　辺　秀　夫 元町（北）

　　　1鎧奪員謙 5識 小　林　三　雄 中仙田（西南） 金　子　清　一 元町（南）

調査員氏名 担当町内名 小　林　康　弘 中仙田（東） 小　熊　与子雄 上野（北）・上野教員住宅

小　林芳　夫 寺尾 高　橋盛　夫 田戸 上村晴　夫 上野（西）

清　水　文　一 中屋敷 増　田　裕　一 室島（東） 松　沢　　　晋 上野（南）

半　藤　伊三郎 学校町 川　崎　　　誠 室島（西） 今　井　徳太郎 上野（東）

小　林　欣　造 中央町 佐　藤　栄　一 小脇 西　山　直　利 下平新田・下平住宅

太　田　　　浩 田中町 高　橋　壮　六 高倉 南　雲　ハルヨ 三領

高　橋　銀　一 上町 五十嵐　照　子 野口（西） 小　海　光　雄 小根岸

杉　山　　　茂 神社町 野　沢　正　夫 野口（南） 田　村信　治 鶴吉

丸　山　健　夫 東善寺 野　沢　由　篤 野口（北）・四十歩 蔵　品　幸　子 霜条

平　野　義　久 四郎兼 丸　山　　　隆 原田 中　村　　　勝 坪山

鈴　木　千恵子 山野田 丸　山　新策 根深 村　山　勇太郎 高原田（西）

喜　多　静　子 中島町 丸　山　　　譲 下原 高　橋　力　夫 高原田（東）

藤巻　啓　作 発電所通り西 井　ロ　ー　夫 仁田（北） 星　名　藤　一 伊友

田　中　正　樹 朝日町・山野田住・県営住 春　日　　昇 仁田（南） 小　海　和　子 木島（西）

押　木　正　登 栄町（西）・鉄道アパート 野　沢　惣太郎 仁田（東） 清　水　　　正 木島（東）

高　野　好　美 栄町（東） 高　津　正　則 塩辛 柄　沢　和　久 沖立

尾　身　尚　登 発電所通り東 山　崎　　　正 寺ケ崎 調査員計 61人
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中
学
生
の
職
場
体
験
イ
ン
役
場

　
川
西
中
学
校
（
山
崎
嘉
久
校
長
）
で

は
、
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
夏
休

み
を
利
用
し
た
職
場
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
体
験
し
た
職
場
は
町
内
の
各
事
業

所
を
は
じ
め
町
外
に
も
及
び
ま
し
た
。

　
役
場
に
は
、
二
年
生
十
一
人
・
三
年

生
十
二
人
が
来
ら
れ
、
会
計
課
、
建
設

課
、
開
発
課
及
び
保
育
園
で
一
日
か
ら

三
日
間
の
職
場
体
験
に
ト
ラ
イ
。
初
め

て
の
仕
事
や
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
合
い

を
通
じ
て
の
感
想
文
か
ら
、
一
部
の
方

の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　
三
年
秦
野
勝
義
さ
ん
（
仁
田
）

　
　
　
　
（
体
験
先
建
設
課
）

　
ぼ
く
は
三
日
間
の
役
場
で
の
職
場
体

験
を
通
じ
い
ろ
ん
な
こ
と
が
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
一
日
目
に
は
こ
の
前
の
七

月
の
大
雨
の
被
害
の
状
況
を
知
り
、
被

害
に
あ
っ
た
人
た
ち
が
と
て
も
大
変
に

思
え
ま
し
た
。
こ
の
日
は
そ
の
災
害
に

あ
っ
た
所
を
テ
ー
プ
で
測
り
、
抗
打
ち

を
し
ま
し
た
。
ま
た
役
場
の
人
か
ら
も

こ
の
三
日
間
の
う
ち
に
い
ろ
ん
な
こ
と

を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
川
西
町

に
あ
る
国
道
、
県
道
、
町
道
に
つ
い
て
、

ま
た
未
来
の
川
西
の
都
市
計
画
に
つ
い

て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
ま
で
何

と
な
く
住
ん
で
い
た
川
西
町
も
こ
の
説

明
を
受
け
、
こ
の
住
み
よ
い
川
西
町
も

い
ろ
ん
な
人
の
力
に
よ
っ
て
成
り
た
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
日
知
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
測
量
と
い
う
仕
事
も
こ
の
三

日
間
の
中
で
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
分
が
普
段
通
っ
て
い
る
た
っ
た
一
本

の
道
も
、
つ
く
る
の
に
と
て
も
多
く
の

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
自
分
た
ち
が
そ

の
日
測
量
し
て
き
た
道
の
断
面
図
を
作

り
、
そ
の
図
に
新
し
い
道
を
ひ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
ま
っ
た
く
や
っ
た
こ
と
の

な
い
仕
事
で
し
た
が
、
役
場
の
人
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
や
っ
て
見
る
と
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
職
場
体
験

の
最
後
の
日
に
修
了
証
を
も
ら
っ
た
時

に
は
、
や
っ
た
あ
と
い
う
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
の
三
日
間
を
通
じ

て
ぼ
く
は
と
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

得
ま
し
た
。
こ
の
三
日
間
で
得
た
こ
と

を
、
今
後
の
生
活
に
い
か
せ
た
ら
い
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
が
川
西
町
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
た
く
さ
ん
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
讐
護

横
断
測
量
す
る
秦
野
勝
義
さ
ん
（
左
）

と
村
越
祐
介
（
右
）
さ
ん

　
三
年
星
名
高
子
さ
ん
（
木
落
）

　
　
　
　
（
体
験
先
上
野
保
育
園
）

　
つ
い
最
近
に
な
っ
て
、
小
さ
い
子
供

と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
私
は
、

と
て
も
体
験
し
た
く
な
り
希
望
し
た
。

　
や
は
り
最
初
は
な
つ
い
て
く
れ
る
か

心
配
だ
っ
た
が
、
園
長
先
生
が
園
内
を

案
内
し
終
わ
っ
た
時
に
一
人
の
子
が
、

「
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
よ
う
」
と
、
話
し

か
け
て
き
て
く
れ
た
。
そ
し
た
ら
数
人

の
子
も
「
仲
間
に
入
れ
て
」
と
言
っ
て

き
た
。
こ
ん
な
に
も
早
く
な
つ
い
て
き

て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
。　

初
日
は
年
長
の
ひ
ま
わ
り
組
だ
っ
た
。

園
長
先
生
か
ら
「
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て

と
て
も
に
ぎ
や
か
」
と
聞
い
て
い
た
だ

け
あ
っ
て
、
や
る
こ
と
そ
れ
ぞ
れ
を
楽

し
く
や
っ
て
い
た
。
小
さ
い
け
ん
か
は

あ
っ
て
も
そ
ん
な
に
泣
く
子
は
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
最
初
に
な
つ
い
て
き
て

く
れ
た
子
も
ひ
ま
わ
り
組
の
子
だ
っ
た

の
で
、
遊
び
や
す
か
っ
た
。
お
昼
は
と

て
も
大
変
だ
っ
た
。
私
は
お
弁
当
だ
っ

た
の
で
、
開
け
る
時
に
「
何
持
っ
て
き

た
の
」
と
か
言
い
な
が
ら
集
ま
っ
て
き

た
。
食
べ
て
い
る
時
も
、
見
て
い
た
り

話
し
か
け
て
き
た
り
と
食
べ
に
く
か
っ

た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

　
二
日
目
は
年
中
の
す
み
れ
組
だ
っ
た
。

ひ
ま
わ
り
組
の
子
よ
り
も
泣
く
子
が
多

か
っ
た
り
話
す
言
葉
も
分
か
り
に
く
か

っ
た
り
し
た
け
ど
、
行
動
や
し
ぐ
さ
を

見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。

　
最
終
日
は
市
民
プ
ー
ル
に
行
っ
た
。

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
に
囲
ま
れ
た
星
名

高
子
さ
ん
（
中
央
右
）
と
井
川
麻
沙

子
さ
ん
（
中
央
左
）

保
育
園
で
遊
ん
で
い
る
よ
り
も
楽
し
そ

う
だ
っ
た
。
私
も
い
つ
も
よ
り
も
す
ご

く
疲
れ
た
。

　
こ
の
三
日
間
保
母
さ
ん
の
体
験
と
い

う
よ
り
も
、
園
児
に
も
ど
っ
た
と
い
う

気
分
だ
っ
た
。
一
緒
に
な
っ
て
無
邪
気

に
遊
ん
だ
り
お
昼
寝
し
た
り
と
。
私
が

体
験
し
た
こ
と
よ
り
も
、
も
っ
と
も
っ

と
保
母
さ
ん
は
大
変
な
仕
事
だ
。
親
か

ら
子
供
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
責
任

が
あ
る
。
私
み
た
い
に
一
緒
に
遊
ん
で

い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
け
ど
、
こ

の
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
短
い
期
間

で
、
私
は
保
母
さ
ん
と
い
う
仕
事
に
と

て
も
あ
こ
が
れ
た
。

　
二
年
貴
田
裕
介
さ
ん
（
伊
友
）

　
　
　
　
（
体
験
先
開
発
課
）

　
こ
の
日
、
開
発
課
で
や
っ
た
仕
事
は

封
筒
書
き
と
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
で
し
た
。

封
筒
書
き
は
、
た
だ
ペ
ン
で
文
字
を
書

く
こ
と
な
の
で
少
し
み
く
び
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
量
が
す
ご
く
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

け
っ
こ
う
疲
れ
ま
し
た
。
量
の
多
さ
は
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

克
服
し
た
け
ど
、
上
手
に
書
け
た
か
は
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
自
分
な
り
　
●

に
や
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
プ
ロ
打
7

ち
も
け
っ
こ
う
疲
れ
る
仕
事
で
、
文
字

を
打
っ
た
り
数
字
を
打
っ
た
り
記
号
を

打
っ
た
り
と
、
手
も
つ
か
れ
る
け
ど
、

頭
も
つ
か
っ
た
仕
事
で
し
た
。
で
も
、

機
械
の
あ
つ
か
い
方
は
強
く
な
く
、
失

敗
し
た
り
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
開
発
課
の
方
か

ら
役
場
の
中
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
の

だ
け
れ
ど
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
な
ん
と
い
っ
て
も

僕
は
、
役
場
の
中
に
入
る
の
が
初
め
て

だ
っ
た
の
で
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

　
自
分
は
将
来
、
ど
ん
な
職
に
つ
く
か

は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

榊　　懸響

ワ
ー
プ
ロ
に
挑
戦
。
写
真
左
か
ら

高
橋
俊
博
さ
ん
、
高
橋
隼
道
さ
ん
、

貴
田
祐
介
さ
ん
。
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1

　
　
二
年
上
村
直
子
さ
ん
（
上
野
）

　
　
　
　
（
体
験
先
橘
保
育
園
）

　
私
は
橘
保
育
園
に
職
場
体
験
と
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
ど
ん
な
仕
事

を
す
る
ん
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
子
が
い
る

ん
だ
ろ
う
と
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

　
私
は
こ
の
日
、
一
～
三
歳
児
ぐ
ら
い

ま
で
の
子
が
い
る
所
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
こ
の
日
の
私
の
仕
事
は
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、

紙
し
ば
い
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
に
つ
い
て
か
ら
保
育
室
に
案

内
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
私
に
も
子
供

達
に
も
と
ま
ど
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
に
子
供
達
の
方
か
ら
「
こ
の

本
読
ん
で
」
み
た
い
な
感
じ
で
話
し
か

け
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四

・
五
冊
本
を
読
ん
で
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
お
面
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
十
時
す
ぎ
に
な
り
天
気
も
良

く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
は
プ
ー
ル
の

時
間
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
小
さ
い
子

が
入
っ
て
い
る
方
の
プ
ー
ル
で
水
で
っ

ぽ
う
で
水
を
か
け
あ
っ
た
り
、
ま
る
で

小
さ
い
頃
に
も
ど
っ
た
よ
う
な
感
じ
に

な
り
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
時
間
が
終
わ

っ
て
次
は
ご
飯
の
時
間
。
こ
の
間
は
保

母
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
大
変
な
時
間
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
子
供
の
着

が
え
を
手
伝
っ
た
り
、
ご
飯
の
し
た
く

を
し
た
り
で
と
て
も
忙
し
そ
う
で
し
た
。

．

こ
飯
を
食
べ
た
後
お
昼
寝
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
前
に
紙
し
ば
い
を
読
む
こ
と

に
な
り
、
子
供
達
が
楽
し
ん
で
く
れ
る

よ
う
な
も
の
を
選
ん
で
読
み
ま
し
た
。

読
み
は
じ
め
た
時
は
少
し
き
ん
ち
ょ
う

も
あ
っ
た
け
ど
、
子
供
達
も
ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
く
れ
て
る
よ
う
な
ん
で
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
子
供
達
が
寝
て
い
る
間
が

先
生
方
の
休
け
い
時
間
で
す
。
話
の
内

容
を
聞
い
て
い
る
と
「
○
○
ち
ゃ
ん
が

○
○
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
か
で
、

一
人
一
人
の
子
を
ち
ゃ
ん
と
よ
く
見
て

い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
私
が
今
日
し
た
仕
事
は
保
母
さ
ん
の

仕
事
の
う
ち
の
ほ
ん
の
少
し
の
部
分
だ

っ
た
の
に
、
け
っ
こ
う
つ
か
れ
る
仕
事

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
反

省
点
は
、
先
生
方
が
優
し
く
教
え
て
く

れ
て
も
私
達
の
行
動
が
遅
か
っ
た
り
し

て
い
た
の
が
悪
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
学
ん
だ
こ
と
は
、
将
来
の
職
業

を
選
ぶ
時
と
か
そ
の
他
の
時
に
も
生
か

せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
難
灘

写
真
は
8
・
3
に
橘
保
育
園
で
が
ん

ば
っ
た
春
日
あ
ゆ
み
さ
ん
（
手
前
）

と
野
沢
佳
代
さ
ん
（
奥
）

　
役
場
で
職
場
体
験
を
さ
れ
た
方
々
を

紹
介
し
ま
す
。
　
（
感
想
文
掲
載
者
は
除

く
。
敬
称
略
）

　
今
回
の
体
験
者
全
員
か
ら
体
験
談
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
体
験
先
　
会
計
課

　
三
年
　
登
坂
大
悟
（
岩
瀬
）

○
体
験
先
　
建
設
課

　
三
年
　
村
越
祐
介
（
野
口
）

○
体
験
先
開
発
課

　
二
年
井
上
冴
子
（
神
社
町
）
小
海

　
　
　
　
も
も
子
（
神
社
町
）
高
橋
俊

　
　
　
　
博
（
田
中
町
）
　
高
橋
隼
道

　
　
　
　
（
神
社
町
）

○
体
験
先
　
千
手
保
育
園

　
三
年
　
小
野
塚
　
崇
（
東
善
寺
）
田

　
　
　
　
中
一
気
（
朝
日
町
）
高
橋
る

　
　
　
　
み
（
栄
町
）
数
藤
佐
和
子

　
　
　
　
（
沖
立
）

○
体
験
先
　
南
原
保
育
園

　
三
年
　
丸
山
陽
子
（
木
島
）
須
藤
輝

　
　
　
　
美
（
野
口
）
高
橋
幸
江
（
霜

　
　
　
　
条
）

○
体
験
先
　
上
野
保
育
園

　
三
年
　
井
川
麻
沙
子
（
新
町
新
田
）

○
体
験
先
　
橘
保
育
園

　
二
年
　
田
中
菜
月
（
仁
田
）
平
野
理

　
　
　
　
恵
（
東
善
寺
）
村
越
咲
子

　
　
　
　
（
野
口
）
野
沢
佳
代
（
野
口
）

　
　
　
　
春
日
あ
ゆ
み
（
朝
日
町
）

　
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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川
西
町
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
総
合

体
育
館
の
完
成
を
期
に
、
「
町
民
皆
ス

ポ
ー
ツ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
庚
塚
・
中
子
・
橘
・
白
倉

運
動
場
な
ど
の
体
育
施
設
の
充
実
を
順

次
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
器
具
の
老
朽
化
も
あ
り
、
同

室
の
改
修
と
合
せ
て
器
具
の
入
れ
替
え

を
行
い
ま
し
た
。

　
器
具
に
は
、
ス
テ
ァ
マ
ス
タ
ー
（
階

段
登
り
マ
シ
ン
　
写
真
左
）
の
よ
う
な

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、

ラ
ッ
ト
マ
シ
ン
の
よ
う
な
筋
力
ア
ッ
プ

の
も
の
も
あ
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

富
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
器
具
に

は
使
用
説
明
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、

使
用
前
に
は
良
く
読
ん
で
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

垂

　
な
お
、
準
備
運
動
も
せ
ず
に
い
き
な

り
激
し
い
運
動
を
す
る
の
は
禁
物
。
長

続
き
す
る
体
力
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。体

を
動
か
す
三
つ
の
基
本

（
％
器
具
使
用
講
習
会
資
料
よ
り
抜
粋
）

①
筋
肉
を
伸
ば
す

　
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
ー

　
関
節
は
年
を
と
る
と
と
も
に
硬
く
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
に
伸
ば
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
方
法
は
、
ゆ
っ
く
り
伸
ば

し
で
い
き
、
少
々
痛
く
な
る
と
こ
ろ
で

数
秒
間
こ
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

関
節
を
変
え
て
、
毎
日
十
分
程
度
続
け

ま
し
ょ
う
。

②
強
い
力
を
発
揮
す
る

　
ー
パ
ワ
ー
・
ア
ッ
ブ
ー

　
筋
肉
は
使
わ
な
い
で
い
る
と
し
だ
い

に
弱
く
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

の
後
に
、
無
理
の
な
い
程
度
に
毎
日
続

け
ま
し
ょ
う
。

③
心
肺
機
能
を
適
当
に
活
動
さ
せ
る

　
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ー

　
心
肺
機
能
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
る

た
め
に
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
運

動
を
長
く
続
け
る
と
き
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
も
な
り
ま
す
。
こ
の
機
能
の
ア
ッ

プ
に
は
少
々
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
歩
く
・
走
る
・

泳
ぐ
な
ど
同
じ
動
作
を
反
復
し
、
最
低

三
十
分
間
は
続
け
ま
し
ょ
う

⑦7．9・10



生
き
が
い
発
見
の
場
生
涯
学
習

　
八
月
二
十
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第

五
回
川
西
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
開

か
れ
、
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
三
人
の
方
か
ら
体
験
発

表
が
あ
り
、
最
初
に
、
太
極
拳
教
室
に

参
加
し
て
い
る
中
西
武
博
さ
ん
（
高
原

田
）
か
ら
、
「
講
師
の
華
麗
な
演
技
に
感

動
し
、
参
加
者
全
員
が
練
習
に
励
ん
で

い
る
」
こ
と
が
、
続
い
て
ワ
ー
プ
ロ
教

室
に
参
加
し
た
臼
井
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ

さ
ん
（
寺
尾
）
か
ら
は
、
　
「
閉
校
式
に

手
づ
く
り
の
修
了
証
書
が
で
き
た
と
き

の
感
動
と
支
え
て
く
れ
た
家
族
」
の
こ

と
を
、
ま
た
、
焼
き
物
教
室
に
参
加
し

て
い
る
清
水
ユ
リ
さ
ん
（
発
電
所
通
り

東
）
か
ら
は
、
　
「
店
に
並
ん
で
い
る
陶

器
を
見
て
い
ろ
い
ろ
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
度
と
も
生
き
が
い
の
一
つ
と

し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ

そ
れ
ぞ
れ
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
高
齢
者
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
実
演
発
表
」
が
あ

り
、
最
後
に
県
民
俗
学
会
会
長
の
駒
形

賠
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
の
民
話
を
尋

ね
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

鐘壷簸簸簸壷簸鐘壷壷鹸簸簸簸簸鹸藍鍛

川西町生涯学習スローガン

リズムに乗ってレッツダンス

緯
露
謬
噛
簿
蒙
灘
磯

◇さわやかに学ぶ幸せ輪の中1

◇マナビィの仲間でひろがる地域の輪

見
響

発
欝

鑛

麟
懇
磯
磯
磯
磯
磯
磯
磯
蝦
霧
騨

◇学びあいみんなでわが

鞭響響騨響響響響響響鞭響響

話
し
合
お
う

八
月
九
日
、
J
A
新
潟
川
西
農
協
本

所
で
生
産
組
合
法
人
化
研
修
会
が
開
か

れ
、
生
産
組
合
関
係
者
ほ
か
約
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
新
潟
県
農
業
法
人
セ
ン

タ
ー
か
ら
中
村
幸
夫
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
県
内
の
農
業
法
人
化
の
動
き
や
法

人
化
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
話
し
を
聞
き
、
続
い
て
、
組

織
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
下
島

生
産
組
合
の
柄
沢
和
久
組
合
長
と
南
部

生
産
組
合
の
南
雲
　
博
組
合
長
か
ら
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
身

近
な
話
題
だ
け
に
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

農
業
の
将
来

　
　
農
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
ウ
ル
グ

　
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
本
年
十
一
月

　
に
も
示
さ
れ
る
予
定
の
新
食
糧
法
な
ど
、

　
厳
し
い
状
態
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

　
　
町
で
は
、
平
成
六
年
に
「
川
西
町
農

　
業
農
村
活
性
化
長
期
構
想
」
を
策
定
し
、

　
こ
の
な
か
で
「
一
町
一
農
場
」
を
提
唱

　
し
ま
し
た
。
各
集
落
や
生
産
組
織
で
も

　
積
極
的
な
討
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

　
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
二
十
一
世
紀
に

　
向
け
た
川
西
型
農
業
の
早
期
確
立
に
向

　
け
て
引
き
続
き
話
し
合
い
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

メモをとりながら熱心に聞く参加者
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家
庭
か
ら
は
じ
め
よ
う
環
境
づ
く
り

　
台
所
と
海
は
直
結
し
て
い
る
と
い
う

C
M
も
あ
る
と
お
り
、
家
庭
か
ら
の
生

活
排
水
は
河
川
や
海
を
汚
す
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
な
か
、
ブ
ナ
の
芽
会
（
清
水

美
代
子
代
表
）
で
は
、
町
の
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
を
利
用
し

て
、
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
を
再

利
用
す
る
せ
っ
け
ん
製
造
機
と
粉
砕
機

を
導
入
し
、
家
庭
か
ら
の
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
機
械
は
、
一
回
に
三
十
リ
ッ
ト

ル
の
廃
油
を
三
～
四
時
間
で
処
理
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
八
月
二
十
日
に
は
、

な
か
ま
の
家
ア
ク
ト
を
会
場
に
、
第
一

回
の
一
般
向
け
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ベ
ト
に
汚
れ
た
換
気
扇
も
漬
け
置

き
洗
い
で
元
通
り
。
体
験
し
た
方
か
ら

は
「
洗
っ
た
後
が
ベ
ト
ベ
ト
し
な
く
て

い
い
で
す
ね
」
と
の
声
も
。

　
今
後
ブ
ナ
の
芽
会
で
は
、
粉
せ
っ
け

ん
作
り
を
行
う
一
方
、
希
望
者
に
は
機

械
の
貸
し
出
し
や
作
り
方
の
講
習
会
を

行
っ
て
い
く
計
画
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
上
村
源
司
さ
ん

（
下
平
新
田
）
を
講
師
に
、
E
M
ぼ
か

し
の
講
習
会
が
合
せ
て
行
わ
れ
、
　
「
E

M
と
は
微
生
物
の
集
合
体
、
こ
れ
が
生

ご
み
を
良
質
な
肥
料
に
変
え
て
く
れ
る
。

花
や
野
菜
に
は
特
に
効
果
が
あ
る
よ
う

に
思
う
」
と
体
験
談
を
お
り
ま
ぜ
な
が

ら
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
ま
の
家
ア
ク
ト
の
高
橋
博
さ
ん

か
ら
製
造
工
程
を
聞
く
参
加
者



石
田
博
士
と
上
野
村

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
石
田
吉
貞
顕
彰
会
（
小
林
三
喜
男
会

長
）
が
発
刊
し
た
「
若
き
日
の
為
に
」

の
中
に
、
故
人
が
上
野
校
に
勤
め
ら
れ

た
こ
ろ
の
胸
を
う
つ
回
想
が
載
っ
て
い

る
の
で
紹
介
す
る
。

　
文
学
博
士
の
石
田
先
生
（
九
十
七
才

で
逝
去
）
は
津
南
町
赤
沢
に
生
ま
れ
、

独
学
で
小
学
校
準
教
員
の
資
格
を
得
、

教
師
の
か
た
わ
ら
次
々
と
上
級
の
検
定

を
受
け
、
昭
和
二
年
に
は
高
等
学
校
教

員
検
定
試
験
（
受
験
者
二
千
人
中
合
格

者
七
人
）
に
合
格
さ
れ
た
苦
闘
努
力
の

人
で
あ
る
。
後
年
は
早
稲
田
大
学
、
神

奈
川
大
学
、
昭
和
女
子
大
学
等
の
教
壇

に
立
た
れ
、
心
の
暖
か
い
文
学
者
と
し

て
学
生
た
ち
に
慕
わ
れ
た
。

　
長
安
寺
の
半
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
こ
う

　
五
月
の
中
旬
頃
私
は
上
野
尋
高
の
準

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ら

訓
導
と
い
う
辞
令
を
貰
っ
て
赴
任
し
た
。

　
こ
ヤ
つ
り

竹
行
李
の
中
へ
十
冊
ば
か
り
の
本
や
古

着
で
買
っ
た
洋
服
を
入
れ
、
帯
で
背
負

　
　
そ
の
　
　
　
　
と
う
ゆ
が
み

っ
て
其
上
へ
桐
油
紙
を
着
て
鳥
打
帽
を

か
ぶ
っ
て
八
里
の
道
を
歩
い
て
夕
方
着

い
た
。
学
校
へ
行
っ
て
取
り
次
ぎ
を
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う

む
と
小
使
の
婆
さ
ん
も
不
思
議
相
に
ぢ

ろ
ぢ
ろ
見
て
奥
に
行
っ
た
。
梨
本
（
其

後
星
名
）
と
い
う
血
色
の
い
い
首
席
の

先
生
が
出
て
こ
ら
れ
て
二
階
の
宿
直
室

へ
つ
れ
て
行
っ
た
。
竹
行
李
を
そ
ば
に

置
い
て
ハ
イ
ハ
イ
と
か
し
こ
ま
っ
て
い

た
。
其
夕
方
、
星
名
と
い
う
郡
第
一
の

財
産
家
へ
挨
拶
に
行
っ
た
。
五
泉
の
吉

田
か
ら
嫁
っ
た
ハ
イ
カ
ラ
の
奥
様
も
下

　
　
　
　
　
こ
の

女
も
子
守
も
此
山
だ
し
の
気
の
利
か
な

い
新
米
の
先
生
を
見
て
定
め
し
陰
で
大

い
に
笑
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
此
学
校
に
は
先
生
が
五
人
居
た
。
山

岸
（
其
後
滝
沢
と
改
姓
）
と
い
う
人
が

校
長
で
梨
本
先
生
の
外
に
渡
辺
と
い
う

代
用
と
木
村
（
清
水
と
改
姓
、
栃
尾
へ

嫁
が
れ
た
）
と
い
う
女
教
員
と
私
で
あ

る
。
す
べ
て
が
大
き
く
て
私
に
は
驚
か

れ
た
。
山
岸
先
生
と
木
村
先
生
と
は
大

へ
ん
な
つ
か
し
い
よ
い
先
生
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
私
は
毎
週
の
土
曜
に
飛
ぶ
が
如

く
に
八
里
の
道
を
歩
い
て
帰
り
、
翌
日

の
午
後
又
出
校
し
た
。

　
間
も
な
く
私
は
宿
直
室
か
ら
去
っ
て

山
岸
先
生
と
上
野
元
町
の
長
安
寺
と
い

う
寺
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
り
つ

か
こ
あ
あ
長
安
寺
あ
の
古
い
杉
の
樹
立
に

囲
ま
れ
、
あ
の
新
緑
の
山
を
負
う
た
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
さ
く

安
寺
、
私
を
し
て
半
ヶ
年
間
思
索
が
か

っ
た
深
み
の
多
い
生
活
を
さ
せ
て
く
れ

た
長
安
寺
。
私
は
今
で
も
お
前
を
は
っ

　
　
　
の
う
て
い
　
　
え
が

き
り
と
脳
底
に
描
く
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
と

私
共
の
六
畳
の
外
に
は
池
が
あ
っ
て
栗

の
木
が
あ
っ
た
。
隣
に
は
長
老
の
名
塚

玉
瑞
と
い
う
男
が
居
た
。
時
に
本
堂
へ

行
っ
て
座
禅
の
ま
ね
を
す
る
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぽ
　
　
　
　
　
ゆ
う
し
ょ
う

っ
た
。
時
に
は
鐘
楼
へ
上
っ
て
夕
鐘
を

つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
方
丈
を
い
で
て
　
夕
日
の
窓
に
よ
れ

ば
　
春
は
く
れ
ぬ
と
友
の
文
か
な

と
い
う
歌
も
此
頃
出
来
た
。

　
わ
け
て
も
山
岸
先
生
と
の
同
棲
は
私

に
至
大
の
感
化
を
与
え
て
く
れ
た
。
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ゆ
う

生
は
一
種
の
思
想
家
で
あ
っ
た
。
丁
西

り
ん
り

倫
理
（
月
刊
雑
誌
）
を
毎
月
と
っ
て
い

ら
れ
た
。
そ
し
て
始
終
人
間
と
し
て
の

生
活
を
深
め
て
行
こ
う
と
努
め
て
居
ら

れ
る
人
で
あ
っ
た
。
私
が
後
に
修
身
科

や
教
育
科
と
い
っ
た
様
な
思
想
が
か
っ

た
も
の
に
趣
味
を
持
つ
に
至
っ
た
原
因

は
先
生
の
感
化
が
多
き
を
占
め
る
。
私

は
先
生
か
ら
禅
も
習
っ
た
。
天
人
論
も

読
ま
さ
れ
た
。
ラ
ッ
サ
ー
ル
や
瑞
西
も

読
ま
さ
れ
た
。
破
戒
や
草
枕
や
、
坊
ち

ゃ
ん
を
読
ま
せ
て
貰
っ
て
仇
討
や
恋
愛

以
外
の
人
間
味
の
あ
る
文
学
を
知
ら
さ

せ
て
貰
っ
た
。
或
時
は
、
裏
の
城
山
に

散
歩
に
行
っ
て
先
生
が
大
き
な
声
で
詩

吟
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

散
歩
の
時
の
先
生
の
句

　
秋
ば
れ
や
　
ビ
リ
ひ
っ
て
行
く
　
二

人
づ
れ
　
は
、
ま
だ
忘
れ
な
い
。

　
し
か

　
然
る
に
私
は
此
な
つ
か
し
い
先
生
と

別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
来
た
。
姉
が
死

ん
だ
の
だ
。
姉
が
死
ん
だ
為
に
母
が
ど

う
で
も
近
所
へ
帰
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
明
治
四
十
一
年
、
十
九
の
私
に
物
悲

し
い
秋
が
や
っ
て
来
た
。
母
が
病
気
で

赤
岩
へ
診
察
し
て
貰
い
に
行
っ
た
。
そ

れ
を
心
配
し
て
い
る
と
其
う
ち
に
姉
が

死
ん
だ
と
い
う
知
ら
せ
が
来
た
。
私
は

こ
こ弦

で
筆
を
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

哀
し
き
秋

　
姉
の
死
　
私
は
後
日
筆
を
別
に
し
て

詳
し
く
こ
れ
を
記
す
こ
と
と
し
て
今
こ

れ
を
略
す
。
し
か
し
、
姉
は
不
幸
で
あ
っ

た
。
十
三
に
し
て
信
州
の
製
糸
場
へ
や

ら
れ
、
あ
の
製
糸
場
こ
の
製
糸
場
と
家

庭
の
和
楽
に
ひ
た
る
こ
と
も
な
く
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
し

遂
に
二
十
二
の
秋
、
信
濃
の
地
で
客
死

　
　
　
　
　
ち
か

し
た
。
私
は
盟
っ
た
。
二
人
分
俺
が
孝

行
を
つ
く
す
と
。
兄
弟
四
人
の
う
ち
自

分
も
、
弟
も
、
妹
も
高
等
小
学
校
ま
で

出
し
て
貰
っ
て
、
土
地
と
し
て
は
相
当

の
教
育
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
姉
は
最
も
貧
乏
な
時
に
生
ま
れ
合

せ
た
の
で
学
校
と
い
う
も
の
へ
は
一
日

も
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
製
糸

場
か
ら
金
を
と
っ
て
来
る
の
が
少
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か

と
い
う
の
で
帰
る
と
叱
ら
れ
て
ば
か
り

い
て
少
し
も
の
ん
び
り
し
た
生
活
を
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
盆
近
い
日
の
唯

一
人
信
濃
へ
行
く
姉
を
送
っ
て
私
が
四

里
ば
か
り
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
姉
が

小
さ
い
パ
ラ
ソ
ル
を
か
つ
い
で
、
私
の

方
を
見
返
り
、
見
返
り
行
く
の
が
誠
に

悲
し
く
て
私
は
泣
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
與
八
の
娘
名
は
お
才
　
娘
ざ
か
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
さ

十
八
を
　
風
呂
敷
そ
う
て
洋
傘
さ
し
て

信
州
信
濃
の
製
糸
場
へ
　
夏
の
ま
ひ
る

を
一
人
行
く
　
お
才
の
村
も
盆
が
く
る

か
う
も
り
買
ふ
て
下
駄
買
ふ
て
　
盆
を

待
つ
な
る
友
を
見
て
　
お
才
何
し
に
行

き
た
か
ろ
　
子
供
の
多
い
其
中
に
　
姉

と
生
ま
れ
た
身
の
つ
と
め
　
頼
む
と
父

が
云
ふ
た
時
細
い
ラ
ン
プ
の
其
下
で

母
も
お
才
も
泣
き
た
り
き
　
馬
に
て
父

に
送
ら
れ
て
　
父
に
別
れ
て
も
う
幾
里

臼
い
雲
と
ぶ
信
濃
路
の
　
夏
の
ま
ひ
る

の
其
下
を
　
お
才
い
ぢ
ら
し
空
色
の

洋
傘
ま
わ
し
つ
つ
一
人
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
か
さ
く

　
後
に
活
友
に
書
い
た
此
假
作
は
姉
を

思
う
私
の
心
の
一
表
現
で
あ
る
。

　
姉
が
死
ん
だ
為
に
母
は
大
へ
ん
力
を

落
し
、
自
分
を
上
野
へ
や
っ
て
お
く
こ

と
が
出
来
ぬ
と
云
う
の
で
う
ち
へ
帰
る

よ
う
に
と
云
っ
て
来
た
。
自
分
も
傷
心

し
き頻

り
に
故
山
の
秋
が
恋
し
い
。
山
岸
校

長
に
願
っ
て
自
分
で
十
日
町
に
郡
視
学

　
た
ず

を
尋
ね
た
り
し
て
、
と
う
と
う
退
職
し

て
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
時
を
し
の
ば
せ
る
長
安
寺

（
昭
和
二
十
八
年
撮
影
　
元
町

長
安
寺
蔵
）

⑨7．9．10



％
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
赤
谷

十
二
社
の
大
け
や
き

堀上野まつり名物仮装大会

％25回を数えた町少年野球大会

帰
省
客
を
歓
迎
。
力
作
ぞ
ろ
い
の

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

盆
僧
の
ま
ず
歎
き
た
る
暑
さ
か
な

故
郷
の
清
水
昔
の
ま
ま
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

茄
子
漬
け
る
手
に
茄
子
紺
の
染
み
に
け
り

墓
洗
う
背
な
に
降
り
来
る
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

一
つ
し
て
六
十
銭
の
夜
な
べ
か
な

燈
下
親
し
今
夜
歳
時
記
七
ぺ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

豊
作
の
兆
し
し
き
り
に
稲
光
り

ゲ
ー
ム
し
て
時
を
忘
れ
る
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
秀
次
郎

湯
の
町
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
盆
の
月

鈍
行
の
線
路
焼
け
い
る
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

霊
棚
に
弟
杞
り
五
十
年

幼
子
の
寝
ね
て
漸
く
盆
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

鳳
仙
花
子
ど
も
等
路
地
を
駆
け
行
け
り

風
通
る
ふ
る
里
の
土
間
花
茗
荷

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

桐
一
葉
野
仏
の
空
澄
み
に
け
り

桐
一
葉
背
す
じ
を
正
す
忠
魂
碑

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山

残
り
た
る
暑
さ
も
雨
に
流
れ
け
り

松
虫
の
動
か
ぬ
影
の
障
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

盆
踊
り
す
た
れ
鎮
守
の
静
も
れ
る

桐
一
葉
日
射
し
つ
ま
り
し
山
の
影

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山

向
日
葵
の
大
輪
暑
く
今
日
も
暮
れ

　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦

郷
愁
の
胸
に
あ
ふ
る
・
遠
花
火

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市

ゆ
る
や
か
に
首
を
廻
し
て
扇
風
機

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木

夏
の
海
お
だ
や
か
な
り
し
親
子
旅

　
　
　
　
　
　
　
野
口

丁
寧
に
墓
洗
い
居
る
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名

寝
苦
し
き
窓
を
開
け
れ
ば
流
れ
星

蝸
や
宮
の
大
樹
の
あ
か
ね
色

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間

一
隅
に
休
田
あ
り
し
青
田
原

寛
平

石
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
山

土
割
り
し
茗
荷
の
ひ
そ
と
花
を
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ク

お
し
ろ
い
の
花
の
香
り
の
庭
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
ま
す
え

葉
が
く
れ
の
ト
マ
ト
真
赤
に
熟
れ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
人

夏
海
に
浮
か
び
し
ご
と
く
佐
渡
ケ
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
ト
ラ

つ
ぎ
つ
ぎ
に
犬
の
吠
え
出
す
遠
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
光

子
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

塾
の
子
に
休
み
の
な
く
て
秋
に
入
る
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生
」

雲
海
に
乗
っ
て
も
見
た
く
山
の
ぼ
る
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
祷
7

婆
の
足
土
用
灸
と
て
ね
ん
ご
ろ
に

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

わ
が
家
の
秋
の
は
し
り
の
茗
荷
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
は
や

盆
客
の
帰
り
し
後
の
佗
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

夏
料
理
孫
に
還
暦
祝
わ
る
る

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

長
月
の
檜
の
苗
の
す
く
す
く
と

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

懐
し
き
笑
顔
の
集
う
故
郷
の
盆

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

昨
日
今
日
あ
し
た
も
晴
る
る
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

湯
上
り
に
糊
の
効
き
た
る
宿
ゆ
か
た

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

新
甘
藷
の
紅
鮮
や
か
に
朝
の
市

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

空
蝉
の
縄
る
墓
石
洗
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

つ
ん
つ
ん
と
糸
瓜
の
花
の
天
を
向
き

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
　
　

　
　
略

　
　
鰍

意
ー

釜
目

災害見舞金

小川増蔵（三浦市）15，200円

暮らしのカレンダー

憩

藤　　　　　　　　　　　　　　　畿

11

12 ママさん教室（保健センター）

13

14 三混・二混予防接種（千手小）

15

16

17 クラシックコンサート（川中屋体）

18
三混・二混予　接種（総合セ②）
4カ月児検診（保健センター）

19 三混・二種予防接種仕野コ②・上野小）

20 健康相談（保健センター）

21
三混・二混予防接種（雪セ②・仙田小）
2、児検診（保健センター）

22 三混・二混予防接種（高齢コ②・橘小）

23

24

25 三混・二混予防接種（総合セ②）

26

27

28

29

0
　
　
　
　
　
1

3
§　　　　　　　　　慧

2 ポリオ生ワク（総合センター）

3 ポリオ生ワク（克雪センター）

4

5 ポリオ生ワク（上野コミセン）

6
ポリオ生ワク（局　　コミセン
胃がん検診（克雪センター）

l　N　H　Kの真打競演収録（川中屋体）

7 胃がん検診（総合センター）

8 献血（保健センター）

9 10カ月児検診（保健センター）

10

◎［コは日曜日。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。



渡辺一作氏に故

従五位勲五等双光旭日章

　渡辺一作さん（故人）は、昭和47年4月から49年
3月までの2年間は教頭として、59年4月から平成元
年3月までの5年間は校長として、千手小学校に勤務さ
れました。

　この間、全日本健康教育発表会や同校の創立百周年記
念式典の開催、視聴覚教育の充実や校庭に立つ「岩切り

進む」像の建立などに尽力されたほか、図書館の充実と

あわせて、子供たちの読書生活づくりの定着と花いっぱ
い運動の展開を図り、同校の「花いっぱいコンクール県
最優秀賞」受賞の原動力として活躍されました。

死亡事故多発！！

　8月29日の午前8時頃、死亡事故発生。

今年に入って町内で3件目。

もう他人ごとではない交通事故

ハンドルを握るあなた、バイクや自転車

に乗っているあなた、歩いているあなた

もう一一度ご注意を

　『
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同
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ちんじゅろ一ゆえん

珍珠肉園（真珠団子）

150グラム

◆材料（2人分）

　豚のひき肉　250グラム　　もち米
　ネギ・ショウガのみじん切り少々
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◆調味料

　料理酒（大さじ1）

　砂糖（小さじ1弱）

　化学調味料　少々

◆作り方

①ひき肉と料理酒・塩・化学調味料・ネギとショウガ

　　のみじん切りをよく混ぜ、団子の形に整える。

②もち米は一晩水に漬け、水気を切っておく。

③②のもち米を団子にまぶし、皿の上に載せて5～6

　　分問蒸す。

④カレー粉・塩・化学調味料・砂糖を混ぜ、水溶き片

　　栗粉を加えてあんを作り、団子にかける。

　今回は木落の田口　茜さんです。
「蒸す時は強火にし、蒸し過ぎないの
がポイント、熱いうちにどうぞ」との
ことです。

　また、「運転免許を取ってドライブ
することが夢です。子供（2人）がま
だ小さく、手がかかるのでもうしばら
くのしんぼうです」とも話してくれま
した。
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気
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に
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を
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「
骨
芽
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胞
」
と

骨
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破
骨
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」
が
あ
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ま
す
。
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の
量
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減
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て
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。
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ょ
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悪
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を
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ま
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歳
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女
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が
骨
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け
堰
力
か
．
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し
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と
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☆
骨
折
に
気
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つ
け
よ
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！
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症
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骨
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蕃
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韓
騒
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肉
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弱
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な
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寝
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な
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寝
た
き
り
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
、
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折
を
起
こ
し
や
す
い
骨
粗
し
ょ
う
症
の

予
防
と
転
倒
事
故
を
起
こ
さ
な
い
用
心

が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
、
十
二
月
に
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
後
ほ
ど
申

し
込
み
を
取
り
ま
す
の
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

年齢別にみた骨粗しょう症の発症頻度

断50

但

年齢40455055　60　65　70　75　80（歳）
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片富小中川上中
桐井海西崎村村
　　新　　ウ
粂ミ太マ正メ吉
吉ッ郎ス平ノ治
89　8885　77　75　71　71
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男　一博人人人
）　）　）　）　）　）　）

神上小高上あ仁
蒔野鮨野禽田

（
8
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

ら
も
参
加
者
の
あ
る
夏
の
音
楽
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
若
者
を
中
心
に
定
着
し
て

き
て
い
ま
す
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ヵ
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軽
快
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の
音
楽
。
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客
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と
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前
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り
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グ
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日
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神
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ー
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　　「体がでかくなるくつ」

▼3年生山家悠平くん

〈
橘
小
学
校

1　＿認盤盤
▲「うさぎさんえさをたべてね」
　1年生まるやま　まなみさん

「イワナのパズル」　　》

5年生山崎　徹くん

鮎

〈　「夢の家」

　6年生丸山ひとみさん

▼縫論窓補碗中」圏
　「羅－『　　　　一　　｝闇　一辮’噌一凶“ 一一亀）　　L一罵’

曙鞠幽』癖講

（10月号は仙田小学校です）

7．9．10⑫

●休日救急医

9月10日国保診療所（高原田）
　　　（クリニック川西）

　　　　8＄8r2034

　15日山口医院（下条）

　　　a　55－2003

17日中条病院（中条）

　　8　57－3018

23日山口医院（袋町中）

　　魯　52－2174

24日池田医院（本町西）

　　費　52－2581

10月1日庭野医院（寿町4）

　　　a　52－2711

8日大坪医院（四日町）

　費　57－6100

10日第二藤巻医院（上野）

　　奮　68－2018
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